
令和７年度 部会報告（権利擁護部会） 

 

１ 令和７年度の取り組みの方向性 

帯広市地域自立支援協議会「権利擁護部会」設置取扱基準に定める取り組みを進める。 

令和 7 年度も障害者虐待防止研修を定例会と合同で開催したい。 

 

２ 開催実績  

回 開催日 実施内容概要 参加数 

１ 令和 7 年 12 月 18 日 【定例会合同開催】 
・虐待防止研修 ZOOM 開催 

87 人 

２ 令和 8 年 2 月 26 日 

・令和６年度の取り組み状況等の報告 

・講演 

「生きづらさを感じている人達 ～見え隠れする発達障害～」 

上士幌町子ども発達支援センター 藤田 晴美 氏 

40 人 

 

３ 解決すべき課題 

帯広市地域自立支援協議会「権利擁護部会」設置取扱基準に定める取組事項 

ア 複数の機関等によって、紛争の防止や解決を図るべき事案の対応 

イ 複数又は単独の構成機関等が対応した相談事例の共有 

ウ 障害者差別に関する相談体制の整備 

エ 障害者差別の解消に資する取組の共有・分析・検討 

オ 障害特性の理解及び障害者虐待防止に関する研修・啓発、取組の周知・発信 

カ 障害者虐待防止に関する各機関及び団体の現状や課題等に関する情報交換、協議及び検討 

キ 障害者虐待の予防対策、早期発見、早期対応及び支援に関する情報交換、協議及び検討 

ク その他目的を達成するために必要な事項に関する協議、検討及び情報交換 

 

４ 実施・解決できたこと 

 12 月に、定例会と連携して虐待防止研修を実施した（権利擁護部会としての実施は昨年度に続き２回

目）。 

また、２月に代表者会議を開催し、事務局より、権利擁護部会の目的や取組事項、相談窓口等について

説明後、差別に関する相談事例の報告、虐待に関する事業報告を行い構成員と情報共有した。 

講演では、様々な発達障害で悩んでいる方の事例などを通じ、生きづらさを感じる人たちを取り巻く状

況や、障害のある人がごく普通の生活をするためにできる対応について学ぶことができた。 

 

５ 実施・解決できなかったこと 

 

 

６ 令和８年度の取り組みの方向性 

帯広市地域自立支援協議会「権利擁護部会」設置取扱基準に定める取り組みを進める。 

障害者虐待防止研修を定例会と合同で開催したい。 

 

資料 ７ 


